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タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
仲
介
外
交

青
木（
岡
部
）ま
き

●
は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
五
月
二
日
、
巨
大
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

直
撃
し
、
死
傷
者
約
一
三
万
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
や
諸
外
国
、
国
際
機
関
の
間
で
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
災
害
に
対
す
る

緊
急
支
援
受
入
れ
の
可
否
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
が
展
開
し
た
。
そ
う
し
た
外
交

交
渉
の
過
程
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
国
際
社
会
の
仲
介
を
試
み
た
の
が
タ
イ

で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
諸
外
国
の
間
に
あ
っ
て
独
自
の
影
響
力
を
発
揮
す
る

こ
と
を
目
指
す
仲
介
外
交
は
、
現
代
タ
イ
外
交
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
緊
急
支
援
外
交
を
切
り
口
に
、
タ
イ
政
府
に
よ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
仲
介
外
交
の
意
図
と
背
景
を
考
察
す
る
。

●
災
害
発
生
と
各
国
政
府
の
対
応

二
〇
〇
八
年
四
月
二
八
日
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
中
央
部
で
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ

ン・ナ
ル
ギ
ス
（N

argis

）
は
、五
月
二
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ

川
デ
ル
タ
地
帯
に
上
陸
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
営

テ
レ
ビ
の
発
表
に
よ
る
と
、
ナ
ル
ギ
ス
に
よ
る
死
者
は
七
万
七
七
三
八
人
、
行

方
不
明
が
五
万
五
九
一
七
人
と
な
っ
て
い
る（
二
〇
〇
八
年
五
月
一
六
日
発
表
）。

国
連
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
、
国
際
機
関
は
、
災
害
発
生
後
た
だ
ち
に
各
種

の
災
害
救
助
支
援
を
申
し
出
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
当
初

「
政
府
の
災
害
援
助
能
力
は
十
分
」
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
海
外
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
人
道
援
助
物
資
や
救
援
チ
ー
ム
が
、
数
日
に
渡
り
ヤ
ン
ゴ
ン
で
足
止
め

ミャンマーのテインセイン首相とナルギスの被災者と会うタイ、サマック首相。2008年５月（写真提供：ロイター／アフロ）

二
〇
〇
八
年
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
緊
急
支
援
外
交
か
ら
の
考
察
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資料　 サイクロン「ナルギス」によるミャンマーでの被災状況と各国の対応
2008年５月
2日ー3日 ミャンマー 大型サイクロン「Nargis」がエーヤーワディ川流域を直撃

5日 日本 日本政府、約2800万円相当の緊急援助物資の供与を決定（7日に約3600万円相当の緊急援助物資追加支援）
中国 中国の胡錦濤国家主席、ミャンマーのタンシュエ国家平和開発評議会議長に対し電報を送り、復興協力の意向を表明

6日 中国 中国商務部、ミャンマーでのサイクロン被害に対し50万ドルの義援金と50万ドル相当の援助物資を送ることを発表
（8日に3000万元の緊急追加援助を発表）
タイ国王、タンシュエSPDC議長に見舞メッセージ送る
ローマ法皇、国際社会へ支援呼びかけ
米国、ミャンマーに支援受け入れ要請
ミャンマー、タイ、中国、インド、インドネシアからの物資受入受諾

7日 タイからの救援物資ヤンゴン到着（最初の国際緊急支援）
8日 日本 福田・日本首相、タンシュエSPDC議長宛書簡を送付

インドネシアの貨物機による救援物資到着
国連による支援物資到着するも、ミャンマー政府は人的支援受入拒否

9日 国連 国連、ミャンマーの被災状況報告発表。1億8700万ドルの緊急支援の拠出を加盟国に呼びかけ
タイのサマック首相、米国に代わって交渉申し出る
スリン・ピッスワンASEAN事務局長、国際社会に対し、支援はタイを通じて行うようアピール

シンガポール ジョージ・ヨー・シンガポール外相、ミャンマーのニャンウィン外相に書簡
10日 ミャンマー ミャンマー政府、新憲法の国民投票を実施

仏、国連安保理にミャンマーに支援受入を強制する決議求める、中国、政治化すべきでないと反対
11日 タイ タイ国王の下命による救援物資、タイ軍用機でミャンマーへ送付

タイ外務省国境関係局のニパット・トンレック局長、サマック首相の代理としてヤンゴンでチョートゥ副外相と面会す
るも、人的支援申し出については断られる
UNHCRの支援物資、タイのメーソット経由でミャンマー到着
仏政府、支援物資の配布を強行すると発言

12日 IRCによる最初の支援物資（囚人用）が到着
米国からの支援物資、非武装のC130軍用輸送機にてヤンゴン到着
パン・ギムン国連事務総長、タイのサマック首相にミャンマー説得を電話で要請

13日 タイ タイのノパドン外相、ミャンマー訪問
ミャンマー、バングラデシュ、インド、中国、タイからの人的支援要請

14日 タイ タイのサマック首相、ヤンゴンにてテインセイン首相と会談。タイからの感染症専門対策チーム20組と、医師・看護団
チーム20組の計40組の受入れで合意
Louis Michel （European Commissioner for Humanitarian Aid）、人的支援受入を説得するためミャンマー到着

15日 国連 パン・ギムン国連事務総長、ミャンマーの被災者支援促進のため、ミャンマーを含むASEAN各国および日本（インド、常
任理事国）など主要援助拠出国の国連大使らと国連本部にて協議

17日 タイ ミャンマー政府、タイからの医療救護チーム受け入れ。外国からの災害救助スタッフ受け入れの最初の事例
18日 国連 ホームズ国連人道問題調整官（事務次長）、ミャンマーを訪問

中国 中国の医療チーム、ヤンゴン国際空港到着。外国の援助隊としてはタイとインドについで3番目
19日 ASEAN ASEAN特別外相会議開催（シンガポール）。加盟国の医療チーム即時受け入れで合意。ミャンマー支援調整の機構設立で

合意。ミャンマー政府はASEAN主導の同機構を通じた国際支援は受け入れると談話
20日 ASEAN スリンASEAN事務局長、ミャンマー訪問

日本 高村外相、在東京ミャンマー大使と会談。ジャパン・プラットフォームを通じた支援について提案
ミャンマー ミャンマー政府、ASEANからの医療支援受け入れに合意

21日 韓国 韓国政府、120万ドル相当の救援物資送付を決定
22日 国連 パン・ギムン国連事務総長、ミャンマー訪問
23日 国連 パン・ギムン国連事務総長、テインセイン首相、タンシュエ議長と会談。タンシュエ議長、国籍を問わず支援の受け入れに

同意
25日 国連・

ASEAN
国連、ASEANによるミャンマー国際支援会議開催。ミャンマー政府は110億ドルの援助を要請。同日会議で新たに決定
された各国拠出の支援金は数千万ドルに留まる。ASEAN、国連、ミャンマー政府による支援受け入れ枠組設立提案、決定

（ヤンゴンに運営事務所設置、ASEAN内に復興基金設立）
26日 タイ バンコクの在タイ･ミャンマー大使館で小火。外国NGOによる救援活動のためのビザ申請書類が焼失。手続き処理に遅延
28日 国連 国連、被災救援のための資金目標60％を達成したと発表（2億ドルのうち約1.2億ドル）
30日 三者中核グループ（TCG）発足

2008年６月
2日 ミャンマー 南部地域のタイ国境付近やサイクロン被災地域でビルマ軍部隊の増強を確認
3日 ミャンマー ミャンマー政府、「緊急援助」段階は完了と主張　援助団体は反論
4日 援助のため派遣されていた米国艦船が撤退
6日 タイ 被災者100人以上がタイ・ビルマ国境に到着

13日 日本 日本政府、経済界およびNGOの連携により設立された緊急人道支援組織「ジャパン・プラットフォーム」（JPF）、JPF参加
のジェン（JEN）による政府資金を活用したトタン板一万枚の配布事業の開始を決定

（出所）  Bangkok Post、The Nation、日本経済新聞、The Irrawady、およびASEAN事務局、タイ王国外務省、日本国外務省ウェブサイトより、筆者作成。
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を
食
う
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
六
月
一
二
日
の
国
連
発
表
に

よ
る
と
、
当
時
ま
だ
一
〇
〇
万
人
近
い
被
災
者
が
、
テ
ン
ト
や
食
料
な
ど
の
国

際
救
援
物
資
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
。

想
像
を
絶
す
る
規
模
の
被
災
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が

欧
米
や
国
際
機
関
か
ら
の
救
援
を
す
ぐ
に
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
背

景
に
は
、
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
支
援
の
流
入
が
、
自
国
の
体
制
転
換
を
促
す
要
因

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
し
た
こ
と
、
お
よ
び
新
憲
法
の
是
非
を
問
う
国

民
投
票
を
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
直
後
の
二
〇
〇
八
年
五
月
一
〇
日
に
控
え
て
い
た

と
い
う
政
治
的
事
情
が
あ
る
。
憲
法
制
定
と
国
民
投
票
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
よ
る
民
主
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
一
部
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
起
こ
っ
た
民
主
化
要
求
デ
モ

と
そ
れ
に
対
す
る
武
力
弾
圧
に
よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
首
脳
は
、
欧
米
諸
国

を
は
じ
め
諸
外
国
か
ら
強
い
非
難
を
浴
び
て
い
た
。
国
内
外
で
政
治
体
制
批
判

の
圧
力
が
高
ま
る
中
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
二
〇
〇
八
年
二
月
に
、
か
ね
て
か

ら
起
草
し
て
い
た
憲
法
草
案
を
国
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
サ
イ

ク
ロ
ン
は
、
そ
の
国
民
投
票
の
直
前
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。

国
内
外
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
を
支
持
す
る
勢
力
は
、
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
治
体
制
転
換
に
と
っ
て
絶
好
の
機
会
と
し
て
注
目
し
た
。

こ
う
し
た
国
際
社
会
の
機
運
を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
体
制
転
覆
の
意
図
を
は

ら
ん
だ
も
の
と
し
て
警
戒
し
た
。
そ
の
結
果
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
海
外
か
ら

の
援
助
受
け
入
れ
を
拒
否
し
、
被
災
地
を
除
く
地
域
で
予
定
通
り
五
月
一
〇
日

に
国
民
投
票
を
実
施
し
て
、
政
権
の
正
当
性
確
保
を
急
い
だ
の
だ
っ
た
（
参
考

文
献
③
）。
こ
れ
に
よ
り
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
や

国
連
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
対
す
る
不
信
を
一
層
深
め
た
。
こ
う
し
た
不
信

の
応
酬
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
国
際
社
会
の
間
で
起
っ
た
結
果
、
ナ
ル
ギ
ス
に

よ
る
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
で
は
、
緊
急
救
助
活
動
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
、

国
際
緊
急
支
援
が
な
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。

●
タ
イ
政
府
に
よ
る
仲
介
の
試
み

国
際
緊
急
支
援
活
動
を
め
ぐ
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
国
連
・
欧
米
諸
国
の
間
で

膠
着
状
態
が
続
い
て
い
た
段
階
で
、
い
ち
早
く
関
与
を
開
始
し
た
国
の
ひ
と
つ

が
タ
イ
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
五
月
六
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国

と
と
も
に
災
害
救
助
支
援
物
資
の
提
供
を
申
し
入
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
一
七
日
に
は
タ
イ
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム
が
ヤ
ン
ゴ
ン
に
到

着
し
、
外
国
政
府
か
ら
送
ら
れ
た
救
助
隊
受
入
れ
の
最
初
の
例
と
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
の
プ
ー
ミ
ポ
ン
国
王
も
ま
た
タ
ン
シ
ュ
エ
議
長
へ
見
舞
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
国
王
下
命
に
よ
る
救
援
物
資
を
軍
用
機
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
届
け
さ
せ
た
。

ま
た
タ
イ
政
府
は
、
自
国
が
援
助
を
提
供
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
連
や
欧

米
諸
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
間
に
た
ち
、
救
援
活
動
受
入
れ
の
仲
介
を
試
み

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
政
府
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら
救
援
活
動
受
け

入
れ
を
拒
否
さ
れ
た
米
国
に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
へ
の
受
け
入
れ
説
得
を

申
し
出
て
い
る
（
九
日
）。
同
日
に
は
、
ス
リ
ン･

ピ
ッ
ス
ワ
ン
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
事
務
局
長
が
、
各
国
に
対
し
災
害
支
援
は
タ
イ
を

介
し
て
行
う
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
、
タ
イ
の
行
動
を
支
援
し
た
。
さ
ら
に
一
二
日

に
は
サ
マ
ッ
ク
・
ス
ン
タ
ラ
ウ
ェ
ー
ト
首
相
が
国
連
の
パ
ン
・
ギ
ム
ン
事
務
総

長
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
首
脳
へ
援
助
受
け
入
れ
の
説
得
を

試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
四
日
に
行
わ
れ
た
サ
マ
ッ
ク
首
相
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
テ
イ
ン
セ
イ
ン
首
相
と
の
直
接
会
談
で
は
、
テ
イ
ン
セ
イ
ン
首
相
は
タ
イ
か

ら
の
医
療
チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
以
降
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
は
タ
イ
を
は
じ
め
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
そ
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
の
救

援
隊
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

タ
イ
政
府
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
協
調
し
な
が
ら
仲
介
を
試
み
る
な
か
で
、
欧
米

諸
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
の
関
係
は
変
化
を
見
せ
始
め
る
。
二
〇
〇
八
年
五

月
二
三
日
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
タ
ン
シ
ュ
エ
国
家
平
和
開
発
評
議
会
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
）

議
長
は
、
国
連
の
バ
ン
・
ギ
ム
ン
事
務
総
長
と
会
談
し
、
海
外
か
ら
の
緊
急
救

助
人
員
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
合
意
、
二
五
日
に
は
国
連
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
そ

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
間
で
災
害
緊
急
支
援
の
た
め
の
国
際
体
制
を
協
議
す

る
会
議
が
ヤ
ン
ゴ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
の
合
意
に
基
づ
き
、
同
月

三
〇
日
に
は
、
国
連
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら
な
る
三
者
中
核

グ
ル
ー
プ（T

riparties Core Group: 

Ｔ
Ｃ
Ｇ
）が
発
足
す
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ョ
ー･

ト
ゥ
外
務
副
大
臣
を
長
と
し
て
、
被
害
状
況
把
握
の

た
め
の
大
規
模
調
査
（Post N

argis Joint A
ssessm

ent: 

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ａ
）
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を
行
っ
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｇ
を
通
じ
て
国
連
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た
国
際
機
関
が
救

助
・
復
興
活
動
に
参
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
援
助
提
供
国
が
災
害
支
援
活
動
に

寄
せ
る
信
頼
が
高
ま
り
、
よ
り
大
き
な
資
金
規
模
で
の
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
包
括
的
な
被
災
状
況
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
は
、
各
種
の
国
連
機
関
や

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
そ
の
後
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
救
援
・
復
興
活
動
を
す
る
う
え

で
の
基
本
的
枠
組
み
を
提
供
し
た
。

タ
イ
の
仲
介
外
交
は
、
相
互
不
信
の
中
で
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
国
連
・
欧
米
勢
力
の
間
の
意
思
疎
通
を
促
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
巻
き
込
む
こ

と
で
支
援
を
め
ぐ
る
対
立
構
造
を
緩
和
し
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｇ
設
立
に
繋
が
る
契
機
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
イ
政
府
に
よ
る
一
連
の
仲
介
外
交
は
、
サ
マ
ッ
ク

首
相
が
主
導
し
、
外
務
省
を
牽
引
す
る
形
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。
サ
マ
ッ
ク
の

行
動
を
、
政
治
家
と
し
て
の
個
人
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

よ
う
。
し
か
し
、
よ
り
長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
か
ら
サ
マ
ッ
ク
の
行
動
を
検
証
す

る
と
、
タ
イ
政
府
が
度
々
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
仲
介
的
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
で
は
、
過
去
の
タ
イ
政
府
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策
を

概
観
し
て
み
よ
う
。

●
タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
と
そ
の
変
化

一
九
八
八
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
国
軍
が
当
時
の
ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権
に
対
す

る
ク
ー
デ
タ
を
断
行
し
、
政
権
を
奪
取
し
た
。
ソ
ー
マ
ウ
ン
ら
ク
ー
デ
タ
団
は
、

国
家
法
秩
序
回
復
評
議
会
（
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）
を
設
立
し
て
全
権
を
掌
握
、
現
在

に
至
る
ま
で
の
国
軍
支
配
体
制
が
成
立
し
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
タ
イ

で
は
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
・
ヨ
ン
チ
ャ
イ
ユ
ッ
ト
大
将
が
陸
軍
司
令
官
に
就
任
し
て

い
る
（
一
九
八
六
年
五
月
就
任
。
同
年
一
〇
月
に
最
高
司
令
官
代
理
に
就
任
）。

チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
は
ソ
ー
マ
ウ
ン
、
タ
ン
シ
ュ
エ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
幹
部
ら

と
個
人
的
な
友
好
関
係
を
築
き
、
そ
の
人
脈
を
利
用
す
る
こ
と
で
タ
イ
の
対

ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
そ
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
へ
の
木
材
資

源
輸
入
ル
ー
ト
を
ほ
ぼ
独
占
的
に
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（Lang [2002]

）。

チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
は
、
一
九
〇
〇
年
に
国
軍
を
退
役
し
た
後
に
政
治
家
と
し
て

チ
ュ
ワ
ン・リ
ー
ク
パ
イ
第
一
次
内
閣
（
一
九
九
二
年
―
九
五
年
）、
バ
ン
ハ
ー

ン
・
シ
ラ
パ
ア
ー
チ
ャ
ー
内
閣
（
一
九
九
五
年
―
九
六
年
）
に
入
閣
し
、

一
九
九
六
年
に
は
首
相
に
就
任
し
た
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ

る
経
済
混
乱
の
さ
な
か
に
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
が
退
陣
す
る
ま
で
、
タ
イ
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
外
交
は
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
と
そ
の
側
近
た
ち
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
は
、「
建
設
的
関
与
政
策
」

（constructive engagem
ent

）
と
称
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
友
好
関
係
維

持
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
そ
の
端
的
な
例
が
、
首
相
在
任
時
に
行
っ
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
に
対
す
る
支
持
表
明
で
あ
る
。
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
支
持
と
引
き
換
え
に
、
木
材
、
天
然
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
天
然
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
、
当
時
す
で
に
九
億
九
六
〇
〇
万

米
ド
ル
に
達
し
て
い
た
同
国
へ
の
投
資
拡
大
な
ど
の
経
済
利
益
を
狙
っ
て
い
た
。

首
相
と
な
っ
た
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
メ
ン
バ
ー
に
推
す
こ
と
は
、国
境
地
帯
を
安
定
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、「
経

済
的
な
意
味
で
（
タ
イ
が
）
地
域
の
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
に
な
る
」
た
め
不
可
欠

な
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
善
隣
政
策
は
、
チ
ュ
ワ
ン
第
二
次
政
権

（
一
九
九
七
―
二
〇
〇
一
年
）
の
成
立
で
転
換
す
る
。
チ
ュ
ワ
ン
首
相
お
よ
び

ス
リ
ン
外
相
（
現
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
）
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
加
盟
国
と
し
て
政
治
体
制
の
民
主
化
を
促
す
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
同

政
権
が
「
柔
軟
関
与
政
策
」（flexible engagem

ent

）
と
称
し
た
こ
の
方

針
を
、Pavin

（
参
考
文
献
④
）
は
、
チ
ュ
ワ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
政

策
関
係
者
が
抱
い
て
い
た
「
タ
イ
は
民
主
主
義
国
」
と
い
う
集
団
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
、
対
外
的
に
発
露
さ
れ
た
例
と
し
て
説
明
す
る
。
一
国
の
国
内
体

制
の
是
非
を
問
う
「
柔
軟
関
与
政
策
」
は
、
内
政
不
干
渉
を
原
則
と
し
て
掲
げ

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
か
ら
積
極
的
な
支
持
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

チ
ュ
ワ
ン
政
権
は
二
国
間
レ
ベ
ル
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て
政
治
体
制
の
変

革
を
主
張
し
た
。Pavin

の
言
う
よ
う
に
、「
柔
軟
関
与
政
策
」
が
チ
ュ
ワ
ン

に
と
っ
て
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
根
ざ
し
た
行
動
と
考
え
る
な

ら
ば
、
同
政
策
は
「
民
主
主
義
諸
国
の
一
員
」
で
あ
る
タ
イ
が
、
陣
営
の
外
に

い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
、
自
陣
営
に
加
わ
る
よ
う
仲
介
を
試
み
る
営
為
だ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
「
柔
軟
関
与
政
策
」
を
自
国
へ
の
内
政
干
渉
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で
あ
る
と
し
て
拒
絶
し
た
。
ま
た
タ
イ
政
府
に
よ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
批
判
は
、

間
接
的
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
反
政
府
勢
力
を
刺
激
し
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
に
は

在
バ
ン
コ
ク
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
は
ラ
ー
チ
ャ
ブ

リ
ー
の
病
院
が
、
そ
れ
ぞ
れ
民
主
化
を
要
求
す
る
反
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
武
装
組

織
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
犯
人
ら
は
タ
イ
政
府
の
手

で
身
柄
を
確
保
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
犯
人
の
引
渡
し
を
要
求
し
た
。
し

か
し
、タ
イ
政
府
が
「
彼
ら
は
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は
な
く
、民
主
活
動
家
で
あ
る
」

と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、
両
国
は
深
刻
な
対
立
状
態
に
陥
っ
た
。

チ
ュ
ワ
ン
と
対
照
的
な
政
策
を
と
っ
た
の
が
、
タ
ッ
ク
シ
ン
・
チ
ン
ナ
ワ
ッ

ト
政
権
（
二
〇
〇
一
―
〇
六
年
）
で
あ
る
。
タ
ッ
ク
シ
ン
首
相
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
、
独
自
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
お
よ
び
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
い
っ
た
近
隣
諸
国
と
の
協
力
を
促
進
し
た
。
タ
ッ
ク
シ
ン
に
よ
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
外
交
の
要
諦
は
、「
個
人
的
人
脈
の
復
活
」
と
「
政
経
分
離
」
に
集
約
さ

れ
る
。タ
ッ
ク
シ
ン
は
、政
権
発
足
後
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
首
脳
と
親
し
い
チ
ャ

ワ
リ
ッ
ト
を
国
防
担
当
副
大
臣
に
任
命
し
、
彼
の
扶
助
の
も
と
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
と
の
関
係
調
整
を
行
っ
た
。
そ
の
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
が
二
〇
〇
五
年
に
政
界

を
引
退
す
る
と
、
今
度
は
タ
ッ
ク
シ
ン
自
身
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
幹
部
と
の
個
人
的
人

脈
を
独
占
し
、
バ
ー
ツ
借
款
事
業
を
軸
に
経
済
的
善
隣
外
交
を
推
進
す
る
（
詳

細
は
、
参
考
文
献
①
第
三
節
を
参
照
）。
ま
た
、
タ
ッ
ク
シ
ン
は
チ
ュ
ワ
ン
と

異
な
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
治
体
制
の
是
非
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
せ
ず
、
近
隣

諸
国
と
の
経
済
統
合
推
進
に
力
を
注
い
だ
。
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
・
チ
ャ
オ
プ
ラ

ヤ
ー
・
メ
コ
ン
経
済
協
力
戦
略
（
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
の
創
設
や
、
近
隣
諸
国
か

ら
タ
イ
へ
流
入
す
る
労
働
者
の
合
法
化
、
メ
コ
ン
流
域
圏
協
力
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
を

通
じ
た
南
北
・
東
西
の
流
通
道
路
網
整
備
と
い
っ
た
政
策
は
そ
の
具
体
例
で
あ

る
。
タ
ッ
ク
シ
ン
の
狙
い
は
、
近
隣
の
低
開
発
諸
国
と
日
本
、
米
国
と
い
っ
た

先
進
国
と
の
間
に
タ
イ
が
立
ち
、
援
助
案
件
の
立
案
実
施
や
企
業
の
事
業
展
開

戦
略
の
中
で
タ
イ
政
府
と
タ
イ
の
企
業
が
媒
介
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
あ
っ

た
。
タ
ッ
ク
シ
ン
政
権
の
対
外
政
策
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
経
済
シ

ス
テ
ム
の
中
で
タ
イ
が
媒
介
的
役
割
を
果
た
し
う
る
よ
う
な
環
境
を
築
く
た
め

の
手
段
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
関
係
強
化
は
そ
の
一
部
と
し
て
不
可
欠

だ
っ
た
の
で
あ
る
（
詳
細
は
参
考
文
献
①
お
よ
び
②
を
参
照
）。

タ
ッ
ク
シ
ン
が
ク
ー
デ
タ
で
失
脚
し
た
後
の
二
〇
〇
七
年
九
月
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
市
民
に
よ
る
民
主
化
要
求
デ
モ
が
お
こ
り
、
政
府
が
こ
れ
を
武
力
で

弾
圧
す
る
事
件
が
起
き
た
。
欧
米
各
国
が
相
次
い
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
対
応

を
非
難
す
る
中
、
ス
ラ
ユ
ッ
ト
・
チ
ュ
ラ
ー
ノ
ン
首
相
（
二
〇
〇
六
―
〇
八
）

は
国
連
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ガ
ム
バ
リ
特
使
と
会
談
し
、
国
連
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
と
の
対
話
を
促
し
た
。
こ
の
時
ス
ラ
ユ
ッ
ト
が
提
案
し
た
の
は
、
国
連
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
、
イ
ン
ド
か
ら
な
る
四
者
会
議
を
開
催
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
の
状
況
に
つ
い
て
解
決
の
糸
口
を
探
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注

意
し
た
い
の
は
、
ス
ラ
ユ
ッ
ト
が
四
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
挙
げ
た
顔
ぶ

れ
は
、
い
ず
れ
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
政
治
体
制
の
転
換
を
強
硬
に
迫
る
国
で
は
な

か
っ
た
点
で
あ
る
。
一
〇
月
二
七
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
特
別
外
相
会
議
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヨ
ー
外
相
が
武
力

弾
圧
に
対
す
る
「
嫌
悪
感
」
を
表
明
し
た
も
の
の
、
一
一
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首

脳
会
議
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
要
求
を
受
け
、
ガ
ム
バ

リ
国
連
特
使
の
報
告
が
中
止
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

足
並
み
か
ら
自
国
が
逸
脱
し
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
完

全
に
孤
立
し
な
い
国
際
環
境
を
用
意
し
よ
う
と
し
た
タ
イ
政
府
の
意
図
が
う
か

が
わ
れ
る
。

タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
は
、
一
見
、
政
権
ご
と
に
支
持
と
批
判
の
間
を
振

り
子
の
よ
う
に
振
幅
し
て
き
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
国
の
関

係
を
国
際
社
会
全
体
の
文
脈
に
位
置
づ
け
て
み
る
と
、
タ
イ
政
府
が
常
に
欧
米

諸
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
い
っ
た
第
三
者
と
の
関
係
を
常
に
意
識
し
つ
つ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
関
係
を
調
整
し
て
き
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。

●
仲
介
に
よ
る
国
際
的
立
場
向
上

タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
は
、
特
定
の
政
策
担
当
者
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府

と
の
関
係
を
独
占
す
る
こ
と
で
同
国
か
ら
の
経
済
的
利
益
を
支
配
し
よ
う
と
す

る
レ
ン
ト･

シ
ー
キ
ン
グ
行
動
と
し
て
、
し
ば
し
ば
タ
イ
国
内
で
批
判
の
対
象

と
な
っ
て
き
た
。
個
人
的
に
親
し
い
一
族
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
に
添
う
形
で
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
投
資
拡
大
を
企
図
し
た
チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
、
バ
ー
ツ
借
款
に
よ
る
事

業
を
自
身
の
所
有
す
る
企
業
に
誘
導
し
よ
う
と
し
た
タ
ッ
ク
シ
ン
の
外
交
行
動
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は
、
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。
こ
の
見
方
は
、
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
間
に
あ
る

政
策
担
当
者
間
の
個
人
的
人
脈
の
存
在
と
そ
の
影
響
を
上
手
く
言
い
当
て
て
い

る
も
の
の
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
看
過
し
て
い
る
。

タ
イ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
問
題
あ
る
い
は
対
外
行
動
に
無
関
心
で
い
ら
れ

な
い
最
大
の
理
由
は
、
両
国
が
陸
上
国
境
を
接
し
て
お
り
、
そ
の
国
内
情
勢
の

影
響
を
相
互
に
、
常
に
、
か
つ
直
ち
に
こ
う
む
る
と
い
う
事
情
に
あ
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
の
政
情
不
安
は
、
政
治
的
自
由
や
身
体
の
安
全
を
求
め
る
難
民
と

い
う
形
を
と
っ
て
タ
イ
国
内
に
流
入
す
る
。
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
反
政
府

活
動
を
続
け
る
少
数
民
族
は
、
時
に
タ
イ
国
内
で
そ
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
あ

る
。
一
方
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
経
済
停
滞
は
、
就
労
機
会
を
求
め
る
移
民
労

働
者
を
タ
イ
国
内
に
送
り
込
む
。
合
法
違
法
を
問
わ
ず
流
れ
込
む
ヒ
ト
や
モ
ノ

の
流
れ
は
、
タ
イ
に
と
っ
て
統
治
シ
ス
テ
ム
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
安
全
保
障

上
の
問
題
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
タ
イ
経
済
を
左
右
す
る
経
済
的
問
題
で

も
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
食
品
加
工
業
、
縫
製
業
、
建
設
業
を
は
じ
め

と
す
る
タ
イ
の
各
産
業
は
、
近
隣
国
か
ら
や
っ
て
く
る
移
民
に
労
働
力
を
依
存

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
天
然
ガ
ス
、
木
材
も
ま
た
、
タ
イ
の
産

業
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
タ
イ
の
経

済
団
体
は
、
し
ば
し
ば
政
府
に
対
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
友
好
関
係
促
進
を
訴
え

て
き
た
。
タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策
を
見
る
際
、
観
察
者
は
両
国
政
府
間
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
か
に
、
こ
う
し
た
経
済
社
会
構
造
の
相
互
依
存
関
係
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
間
の
経
済
社
会
構
造
の
相
互
依
存
関
係
を
動

機
と
し
て
加
味
し
て
も
、
な
ぜ
タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策
が
常
に
国
際
社
会
の

第
三
者
（
欧
米
に
せ
よ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
せ
よ
）
の
存
在
を
意
識
す
る
の
か
、
と

い
う
問
い
に
答
え
る
に
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
本
稿
は
、
タ
イ
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
他
の
諸
外
国
と
の
間
で

仲
介
者
と
し
て
振
舞
う
と
き
、
単
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
直
接
的
な
関
係
調
整
に

と
ど
ま
ら
ず
、
仲
介
と
い
う
役
割
を
通
じ
て
、
自
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
以
外
の
諸

外
国
と
の
関
係
を
操
作
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。

チ
ャ
ワ
リ
ッ
ト
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
首
脳
と
の
人
脈
を
通
じ
て
同
国
と
の

友
好
な
関
係
を
維
持
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
首
相
と
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
豊
富
な
天
然
・
人
的
資
源
を
タ
イ
の
産
業
へ
供
給
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
で

タ
イ
を
地
域
大
国
の
立
場
に
押
し
上
げ
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。

一
方
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
チ
ュ
ワ
ン
政
権
は
、
民
主
主
義
と
い
う
価
値

を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
道
す
る
こ
と
で
、
民
主
主
義
諸
国
の
間
で
自
国
の
立
場
を

も
向
上
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
チ
ュ
ワ
ン
の
政
策
は
、
確
か
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
民

主
化
を
支
持
す
る
国
内
外
の
勢
力
か
ら
肯
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
政
治
体
制
を
争
点
と
し
た
外
交
方
針
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
嫌
う
と

こ
ろ
と
な
り
、
両
国
の
関
係
は
大
き
く
悪
化
し
た
。

タ
ッ
ク
シ
ン
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
同
国
の
資
源
に
着
目
す
る
先
進
諸
国
の
関
心
を
タ
イ
に
ひ
き
つ
け
、

そ
れ
に
よ
っ
て
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
自
国
の
地
位
向
上
を
図
っ
た
。

国
内
体
制
問
題
に
言
及
し
な
い
政
経
分
離
の
方
針
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
か
ら
受

け
入
れ
ら
れ
、
両
国
の
関
係
は
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
緊
密
と
な
っ
た
。
ス

ラ
ユ
ッ
ト
の
行
動
は
、
ク
ー
デ
タ
後
に
成
立
し
た
「
軍
事
政
権
」
で
あ
る
自
国

の
立
場
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
政
と
峻
別
し
つ
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
一
員
と

し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
国
際
社
会
と
の
対
立
を
宥
和
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
て
サ
マ
ッ
ク
の
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
緊
急
支
援
外
交
も
ま
た
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
対
し
て
は
国
際
社
会
の
窓
口
と
な
り
、
他
の
諸
国
に
と
っ
て
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
窓
口
と
し
て
、
国
際
社
会
で
独
自
の
影
響
力
を
発
揮
し
よ
う
と
し

た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
仲
介
外
交
の
先
へ

一
九
八
〇
年
代
末
以
降
、
タ
イ
は
隣
国
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
社
会
・
経

済
的
相
互
依
存
関
係
を
発
展
さ
せ
た
。
一
方
で
政
府
間
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
う
し

た
相
互
依
存
関
係
を
背
景
と
し
、政
策
担
当
者
の
個
人
的
人
脈
を
介
し
て
、ミ
ャ

ン
マ
ー
と
他
の
国
と
の
関
係
調
整
の
仲
介
役
を
た
び
た
び
試
み
て
き
た
。
サ

マ
ッ
ク
の
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
緊
急
支
援
外
交
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
典
型
例
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

同
時
に
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
は
、
タ
イ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
外
交
に
新
し
い
課
題
を

提
示
し
て
い
る
。
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
支
援
問
題
は
、
当
初
は
国
際
支
援
受
け
入

れ
の
可
否
を
め
ぐ
る
政
府
間
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
、
す
な
わ
ち
「
外
交
」
と
し
て
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展
開
し
た
。
サ
マ
ッ
ク
が
仲
介
を
果
た
し
え
た
の
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
首
脳

と
の
間
で
、
政
府
間
レ
ベ
ル
で
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
後
始
ま
っ
た
実
際
の
救
援
・
復
興
活
動
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

国
連
機
関
と
い
っ
た
非
政
府
主
体
が
多
数
参
加
す
る
形
で
進
展
し
て
い
る
。
そ

れ
は
つ
ま
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
が
、
政
府
間
関
係
か
ら
、
よ

り
多
様
な
主
体
が
参
加
し
、
交
流
す
る
関
係
に
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
関
係
の
中
で
、
今
後
、
タ
イ
政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
災

害
復
興
問
題
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
従
来
の
政
府
間
関
係
に
と
ど
ま
る

の
か
、
そ
れ
と
も
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
際
機
関
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
と
の

連
携
を
進
め
つ
つ
、
被
災
者
の
生
活
復
興
支
援
を
目
指
し
、
政
府
間
の
信
頼
関

係
を
超
え
た
よ
り
広
範
な
関
係
構
築
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
。
今
後
の
展
開
を

注
視
し
た
い
。

（
あ
お
き
・
お
か
べ
・
ま
き
／
海
外
研
究
員
）
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